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第１８９１回埼玉県教育委員会定例会  

 

１  日  時  令和２年９月２３日（水）  午前１０時開会  

 午前１１時８分終了  

 

２  場  所  埼玉県教育局教育委員会室  

３  出席者  髙田教育長、上條教育長職務代理者、後 委員、伊倉委員、遠藤委員、

石川委員、萩原副教育長、佐藤教育総務部長、日吉県立学校部長、関口

市町村支援部長、片桐市町村支援部参事兼小中学校人事課長、豊田県立

学校人事課長  

栗原書記長、古澤書記、森山書記  

４  会議の主宰者   髙田教育長  

５  会  議  

(1) 前回議事録の承認  

о  全出席委員異議なく本件記載どおり承認  

о  髙田教育長が、上條教育長職務代理者を議事録の署名者に指名した。  

 

(2) 議事  

第７３号議案  令和３年度当初教育局等職員人事異動方針について  上程  

栗原総務課長  （提案理由、人事異動の目的及び人事異動の基本方針について説

明）  

伊倉委員  素晴らしい人事異動方針だと思います。（２）職員の配置換えのウに

ついてお伺いします。組織の活性化を図るために、別の機関と人事交流するこ

とは、非常に大切な事だと思います。本局、教育事務所、教育機関、他任命権者

及び国等との人事交流とありますが、どのくらいの件数で行われているので

しょうか。  

栗原総務課長  令和２年度当初の人事異動の実績についてお答えします。知事部

局との人事交流については、教育局から知事部局へ異動した者が２１人、知事
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部局から教育局へ異動した者が２４人で、合計４５人です。また、教育局と学

校との人事異動についてです。主に県立学校との異動になりますが、教育局か

ら学校へ異動した者が１１４人、学校から教育局へ異動した者が８７人で、合

計２０１人です。そのほか、国へ出向している者が二人、全国都道府県教育委

員会連合会などの関係団体に出向している者が二人という状況です。令和３年

度当初につきましても、具体的な人数の目標や予定があるわけではありません

が、今年度と同規模の人事交流は行いたいと考えています。  

伊倉委員  課長の説明にありました学校との人事交流について伺います。県立学

校との交流は多いとありましたが、埼玉県の教育の様々な課題は、市町村立の

小・中学校の公教育にあるのではないかと、私は考えております。教育局と市

町村立の小・中学校との人事交流の件数は、どの程度でしょうか。  

栗原総務課長  先ほど御説明した教育局と学校との人事交流の件数については、

市町村立小・中学校との人事交流を含めた件数です。その内訳として、教育局

と市町村立小・中学校のみの人事交流の件数については、手元の資料にありま

せんので、後ほど御説明させていただきます。  

伊倉委員  教育委員会で扱う議題については、県立学校、特に県立高校の課題を

扱うことが多くて、私たちも考える機会が多いのですが、市町村立小・中学校

の課題については、なかなか上がってこないと感じています。そのような意味

でも、今後、人事交流を含めて、市町村教育委員会と共に、市町村立小・中学校

の課題についても積極的に考えていった方がいいと考えています。  

上條教育長職務代理者  大変良い人事異動方針だと思います。人事異動とは、結

局のところ、誰に、どのような権限や責任を与えていくかということに集約さ

れると思います。「積極的な登用を図る。」という文言が多くありますが、コロ

ナ禍でいろいろな問題が起きた中で、教育現場の改革や変化というものについ

て、今後の展望を考えるところに来ていると思います。あるいは、教育の本質

そのものをいろいろな意味で考えていかなければいけない時期に来ていると感

じています。教育については、教育行政に関わっていた経験あるいは教育現場

での経験がとても重要な事であることは、十分に理解します。その一方で、年
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次を過度に捉えないで、様々な権限や責任を与えていく仕組みを考えていかな

いとダイナミズムが生まれないと思います。今後、そういう時代になっていく

のだろうと思います。そういう前提でいろいろな事を考えていかないと、いつ

までも同じような旧態依然とした仕組みの中でしか物事が動かないといったこ

とになり兼ねない気がします。今お話のあった人事交流や一旦現場を外して中

期の研修に行かせるといった外を見させることも積極的な登用を図る準備だと

思いますし、必要な事だと思います。人事異動方針を具体化していく中で、検

討をお願いしたいと思います。世界的に見て、一概にＩＴ教育とかＩＣＴ教育

とかに一方的に引っ張られていくのもどうかと思います。日本の教育も良い所

がありますが、やや官僚的仕組みが安定し過ぎている嫌いがあります。その辺

りを是非、研究していただきたいと思います。  

栗原総務課長  上條委員のお話のとおりだと思います。特に、人材の登用につい

ては、単に登用すればいいというものではなくて、登用に値する人材をいかに

養成していくのかが、人事事務を扱う担当課として、一番の課題と考えていま

す。教育局の職員については、何となくホームグラウンドのようなものが出来

ています。同じ課に２度３度行くようなケースが目立っています。私自身のお

話をさせていただくと、採用以来、同じ課所に勤めたことはありませんでした。

全て違う課所を回ってきて、その中には、２年間の出向でしたが知事部局もあ

ります。振り返ると、人脈を作ることや経験値を上げることに、大変役に立っ

たと思っています。登用に値する人材の育成にしっかりと取り組んでいきたい

と思います。  

上條教育長職務代理者  人材の育成については、世の中が変わってきて、学校を

卒業して就職する方のメンタリティも随分変わってきています。昔は、「俺の

背中を見ろ。」みたいな教育が成り立っていましたけど、今は、それではできな

い、あるいは、時間が掛かり過ぎるところがあると思います。どうやって人を

育てるのか、例えば、課長方は次の課長をどうやって育てるのか、部長方は次

の部長をどう育てるのか、いわゆるサクセッションプランを持って育てていく

ことが必要です。ある意味では、昔に比べると手厚い感じになるかもしれませ
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ん。その辺りも考えざるを得ない時代になっている気もしますが、取り組んで

ほしいと思います。  

遠藤委員  教員の人材育成については、以前から言われていることですが、法定

研修と免許更新講習が重なっています。どっちに力を入れていくのか、大学で

は、これをＺｏｏｍで行っていますが、これで良いのかと思うこともあります。

相当の人数を抱えていますので、そういうことを考えると、我々の持てる体制

でどうやっていくのか、新時代を捉えた教員育成の問題とこの人事異動を併せ

て考えてほしいと思います。また、市町村教育委員会の出向について伺います。

定期的に市町村教育委員会の総務課などへの異動がありますが、そういった規

程等があるのでしょうか。  

栗原総務課長  １点目の御指摘については、教員であれ行政職員であれ、今まで

は、人材育成のゴールがはっきり見えていて、そのゴールに向かって人材育成

すればいいという認識がありました。これからの時代は、ゴールが不透明です。

どこをゴールとして位置付けて人材育成していくのか、そもそもの議論をして

いかなければなりません。その時に、子供たちに求められる力とこれからの教

育行政を担う職員に求められる力は、かなりニアリーイコールではないかと、

私は思っています。新たな課題に対して、創造的に物事を考えてアグレッシブ

に取り組んでいく、誰かに指示されるのではなく自分から主体的に考えること

ができる、そういう力が求められていると思います。そういった視点で、人材

育成に当たっていかなければいけないですし、研修体制等の見直しにも取り組

んでいく必要があると考えています。２点目の市町村教育委員会との人事交流

については、明確なルールはありませんが、おおむね市町村教育委員会から県

に対して、人材の派遣要請があって人事異動の話がスタートしていくことが多

いです。市町村教育委員会として力を入れたい分野や教育行政の課題に対して、

県とのパイプがあった方がいい業務、例えば、補助金の申請や国とのやりとり

が必要な事業、そういった業務が多い自治体から要請があって、その都度、で

きる限り要請に応えるように検討してきたというのが実情です。  

後 委員  とかく人事異動方針などは前例踏襲で余り手を加えないところがあり
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ますが、令和３年度当初の人事異動方針は、よくまとまっていて分かりやすい

と思いました。お話のあった人材育成の観点については、とても大切なことだ

と思います。教育現場では中間層がいない状況にありますが、そういう意味で

も、若い世代が果敢にチャレンジする姿勢を重視することは大切です。また、

目に見える成果・実績を上げた職員の登用については、仕組みとして作らない

と成果を見てあげることは難しいと思います。そういった意味では、本日の議

案にある表彰のように、見える化することが大事だと思います。先生方がどの

ような取組をしてきたのか、いろいろな人がそれを評価していくことができな

いと、人事異動方針が絵に描いた餅になってしまいます。誰がどんな取組をし

ているのか、見える化する仕組み・制度を進めていただけるといいと思います。

他部局との人事交流についても、分かりやすくまとまっていますので、力強く

進めてほしいと思います。  

栗原総務課長  お話のあった実績を評価する仕組みについては、人事評価があり

ます。人事評価は、翌年度の昇給や期末勤勉手当の支給額に反映させています

が、併せて、翌年度の人事異動の参考資料として活用しております。この点に

ついては、今後もしっかり活用していきます。また、表彰については、表彰され

る方だけではなくて、表彰される職員を見ていた周りの教職員にも分かりやす

いものにしていく必要があると思います。  

о   全出席委員異議なく本案原案どおり可決  

 

(3)  次回委員会の開催予定について  

１０月１３日（火）午前１０時  

 

＜非公開会議結果＞  

第７４号議案   令和２年度教育功労者及び優良教育施設・団体表彰について  

  埼玉県教育委員会表彰規程の規定に基づき、令和２年度教育功労者及び優良教育施設・

団体表彰の被表彰者を決定しました。  

第７５号議案   令和２年度優秀な教職員の表彰について  
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  埼玉県教育委員会表彰規程の規定に基づき、令和２年度優秀な教職員の表彰の被表彰

者を決定しました。  

第７６号議案   教職員の懲戒処分について  

  非違行為を行った県立越谷南高等学校男性教諭（４３歳）に対して、免職する懲戒処

分等を決定しました。  

 


